ブランクフォーマット「技術士として福島復興に寄せる想い｣ （2021年1月投稿）
	選択テーマ※
	

	氏名
	

	部会内役割
	


※①組織の意識改革、②安全文化醸成、③原子力施設の安全性向上、④原子力防災、⑤リスク ・ コミュニケーション、⑥地域とのかかわり、⑦「人財/人材」育成、⑧技術士がなすべきこと、⑨その他 複数テーマ
[手記本文]
記載例１（2019年3月投稿）
	選択テーマ
	⑧技術士がなすべきこと

	氏名
	西村 丹子　→部会報23号を取り纏め頂きました（和田注記）

	部会内役割
	部会幹事


[手記本文]
事故が発生する前も後も、原子力発電所の安全に係る業務にこれまでずっと携わってきた。事故当時、原子力に携わるものとして無力さを感じる一方で、自分は今何ができるかを考えた。実践したことは、飛び交う国内外の情報やニュースを複数のソースから収集・分類と関係者へのタイムリーな配信だった。技術士に期待されていることは、複合的な課題解決の力だと考える。月刊技術士に、「技術士は行政ではどうしても行き届かない細部の課題を解決することが大事だ」との投稿があった。技術士会には様々な活動があり、様々な部門の人が集まっている。専門や所属という枠組みを超え、困難な課題に協対処するため協力し
あい、助け合える環境が整っている。恵まれた環境をいかに活用するか、手腕の問われるところである。あってはならないことだが、もし、原子力発電所事故が再び起こってしまうようなことがこの先あったとしたら、技術士としてとしてまず真っ先に何ができるであろうか。何をなすべきであろうか。いや、もし事故が起きたらと仮定した時点で、頭の中では「もう事故は起こらない」と考えてしまっている。それではいけない。再び痛い目にあってからでは手遅れである。実践的な対策をひねりだすには、「事故は再び起こりうる」ことを前提に対策を考える必要がある。技術士として、いざという時に備えて、日々できることは何か。8 年前に大地震と津波が起きた 3.11、原子力発電所事故による被害がまさかここまで大きくなるとは想像できなかった自分がいた。想像を超えることはいつでもどこでも起こりうる。また、個人の力にも限界がある。有事に備えて平時から技術士を要としたネットワークを構築できる仕組みを考えていきたい。
記載例の引用）
原子力・放射線部会 部会報臨時増刊号（23号）、2019 年3月11日初版公開、6月21日再編集 発行

https://www.engineer.or.jp/c_dpt/nucrad/topics/002/002459.html
https://www.engineer.or.jp/c_dpt/nucrad/topics/002/attached/attach_2459_6.pdf
記載例２（2019年3月投稿）
	選択テーマ
	③原子力施設の安全性向上、⑤リスク・コミュニケーション、⑧技術士がなすべきこと

	氏名
	根岸 孝行

	部会内役割
	元部会幹事　現部会Ｓ幹事


[手記本文]
平成20 年度に技術士に登録してから11 年が経過しました。私は、技術士２次試験に合格したことで、技術者として更に視野を広げたいとの思いが強くなり、それまで所属していた沸騰水型原子力発電所（BWR）の取替炉心設計部門から、確率論的リスク評価（PRA）部門への異動を希望し、平成23 年3 月11 日の東日本大震災の発生時にはＰＲＡ業務を担当していました。
ＰＲＡ業務の担当当初は、炉心損傷頻度が非常に小さいことから「原子力発電所では過酷事故は起こらない」との先入観を持っており、ＰＲＡを利用したリスク情報活用はオンラインメンテナンスのような運用改善（経済性向上）などが中心になるだろうと安易に考えていたと記憶しています。
しかし 8 年前、東日本大震災が発生し、その後の津波襲来により、「過酷事故は起こらない」との先入観が間違っており、「安全神話」の中、「水と安全はただ」であると思い込んでいる自分に気づかされ、後にはなりますが原子力業界に身をおく技術士として、原子力安全に対する考え方を再構築する機会となりました。
東日本大震災発生以降は、新規制基準に対応したＰＲＡモデルの整備として、内部事象や外部事象（地震・津波）のリスク評価を取りまとめる立場で、震災プラントを含む原子力発電所の安全性向上に努めつつ、技術士として何が出来るかを考え、国内のＰＲＡに対する認識が浸透していないことに着目し、学生を対象とした大学での講義や企業を対象とした再教育に積極的に取り組み、国内の基礎技術基盤の構築に貢献する活動を続けています。
また、今後は、安全目標を含め、一般市民の方に向けたリスク評価に対する認識の浸透など、技術士として貢献できる活動に取り組み、「技術士」の存在価値を高めて行きたいと考えています。
記載例の引用）
原子力・放射線部会 部会報臨時増刊号（23号）、2019 年3月11日初版公開、6月21日再編集 発行

https://www.engineer.or.jp/c_dpt/nucrad/topics/002/002459.html
https://www.engineer.or.jp/c_dpt/nucrad/topics/002/attached/attach_2459_6.pdf
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